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介護休暇中の代替医確保を進める試み，キャリアアップの支援（託児室設置，セミナーを各地で

開催，女性座長の増員，女性支部評議員の増員など）を目指している。そして，実際に学会の女

性会員も増え，女性発表者，女性座長も確実に増えている。感動的な講演であった。

　日本リハビリテーション医学会の取り組みは日本リハビリテーション医学会理事長，昭和大学医

学部教授，水間正澄氏の講演であった。女性医師はリハビリテーション科に向いているという。リ

ハビリテーション科女性専門医ネットワークを設立し，研修医・医学生向けセミナーも開催した。

「生きる時を，生かす力。リハビリテーション医学」というキャッチフレーズを掲げ結びとした。

　その後意見交換を行い，茶話会ではさまざまな方々と，情報交換して閉会となった。

２）宮城県女性医師支援センター意見交換会～仙台市立病院を訪問して～
　暮れも押し迫った12月17日（木），私たちは新装なった仙台市立病院を訪問した。素晴らしい

設備の整った３階第２会議室に通され，山本蒔子宮城県女性医師支援センター委員の司会で，亀

山元信仙台市立病院長の歓迎のご挨拶から始まった。櫻井芳明宮城県女性医師支援センター長は

「20年位前北欧を旅行したとき飛行機のストライキがあ

った。その原因は男性にも育児休暇を取らせよというこ

とで驚いた。当時の日本では考えられないことであっ

た。男女共同参画推進の世の中になり男性の育休も珍し

くない世の中になってほしいものだ」と述べた。私が宮

城県女性医師支援センターの平成25年からの活動を紹

介し，男女共同参画推進セミナーや医学生・研修医向け

のセミナー，県南，県北での意見交換会，市内病院での

意見交換会などを紹介した。

　国立病院機構仙台医療センターの取組みについては，産婦人科の石垣展子先生（宮城県女性医

師支援センター委員）が講演した。仙台医療センターは女性医師が働きやすい環境をつくるため

に様々な要求をし，それにきちんと管理者が応えてくれている。現在の研修医は，女性医師のほ

うが多いそうである。短時間正規雇用制度を利用する女性医師はいつも数人いて，子育て中もモ

チベーションを絶やさず働いている。育児支援も進んでいて院内保育所は定員80名だが希望す

る人は何人でも受け付け今現在は100名近く受け入れている。空室の病床を利用するなど，病児・

病後児保育も対応している。

　仙台市立病院診療部小児科医長の新田恩先生は，間もなく産休に入るというお腹を抱えなが

ら，二人目の子育ては困難が待ち構えているが，何とか仕事を続けようという強い意気込みが感

じられた。低学年の子供の夜間の受け入れ，学会での託児，相談できる環境整備，キャリアアッ

プのための時間の確保などを提言として述べた。それに対しては，センターとしても着実に環境

整備しなければならないと思う。ディスカッションでは，独身や子供がいない女性医師に対する

支援は何もなく，子育て中の女性医師の穴埋めをしなければならず，不公平ではないかという意

見もあった。仙台市立病院では，平成27年より短時間正規雇用制度を導入したばかりである。

常勤女性医師は17％で７年以上働いている女性医師は１人のみである。院内保育は始まったば

かりだが，50名の定員で３歳児未満とのことである。市内のある病院でも院内保育所はあるが

利用者は数名，それは３歳児までなのでまた保育所を探さなければならない，子供もせっかく慣

れたところで変わらなければならないから利用しないという話があった。土日祝日の保育，夜間

保育などにも取り組んでいる。相談窓口は総務課で対応したいと事務局からの回答であった。

　今回の仙台市立病院訪問は，若い女性医師の仕事に対する熱意が伝わり，意見交換も活発で印

象的な会であった。地下鉄までの夜道も，寒さを感じさせない快い興奮を覚えての帰路であった。
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